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「い と高きところには栄光、神にあれ、地に

は平和、御心に適 う人にあれ。」

(ルカによる福音書 2章 14節 )

いまクリスマスシーズンの真っ最中で、街

の中はとてもにぎやかで、きれいです。でも

皆 さんは、世界で一番初めてのクリスマスが

とても淋 しいものだったことを知っていまし

たか。サンタクロースはいませんし、ケーキ

もありません。クリスマスツリーの豆電球が

パチパチすることもなかったのです。

ガ リラヤから旅に出てベツレヘムの町に着

いたヨセフさんと大きなお腹をしたマ リアさ

んが必死で宿屋を探 しています。でも、どこ

の宿屋 もいつぱいで、やっと入ることが出来

たのが馬小屋で した。皆 さんは馬小屋に入つ

たことがあ りますか。そこは馬や牛のお しっ

このにおいが してとても臭い ところです。だ

からお客 さんが来た時に馬小屋に通す人なん

ていませんが、その場所でイエス様はお生ま

れになったのです。ベツレヘムの町でイエス

様のお誕生を知っている人は誰もいませんで

した。 とても暗い、しんとした夜でした。

その時、ベツレヘムの町の近 くの野原で、

羊飼いたちが夜通 し羊の番をしていま した。

羊はとてもかわい らしい動物ですが、羊飼い

の仕事はたいへんです。保育園でも学校でも

会社でも休みの 日があるけれ ど、羊飼いに休

みの 日はあ りません。毎 曰くたくたになるま

で働いたのに夜も休めないのです。みんな「町

の人たちはいいなあ。ゆっくり眠ることが出

来て」と思っていたかもしれません。

すると突然、真っ暗な空に真昼のような明

るい光がさして天使が現れました。羊飼いた

ちはみんな神様の前に立たされた思いで、怖

くなってふるえていると、天使は恐れるなと

言って、救い主の誕生を告げました。続いて

数えきれないほどの天使が現われて、神様を

賛美する歌を歌い始めたのです。歌声は空い

つぱいに響きわた りました。その夜、町も村

もしんとして静ま り返っていたのに、神様が
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おられる天は喜びでわきたつていたのです。

では、空の下と上でどうしてそ うも違って

いたのでしょう。まず空の下の人間たちは、

神様が救い主を送って下さることは知っては

いましたが、でも、それがまさかその 日だと

は思つていなかったのです。毎 日の暮 らしに

追われていて、イエス様がお生まれになって

もなんにも気がつかなかったのです。

これ とは反対に、天使たちはイエス様のお

誕生で喜びにわきたつていましたが、それは

不思議です。イエス様はもともと天にお られ

た方なのに、地上に降つてお生まれにな りま

した。やがて大人にな り、神様のことを宣ベ

伝えますが、最後に十字架にかけられて死ん

でしまわれます。 もしもイエス様が地上にお

いでにならなければあれほど苦労されること

はなかつたで しょう。だか ら、イエス様がお

生まれになつたことで悲 しむのならわか りま

すが、それが喜んでいたとい うのです。

でも、それは神様のみこころを知 らない人

の思いです。神様がイエス様をこの世界に送

り出す時、悲 しかつたでしょう。おつ らかつ

たでしょう。けれ ども喜びはそれよりはるか

に大きかつたのです。イエス様がこの世界に、

神様の愛を伝えに行かれたからです。
「い と高きところには、神様に栄光があ り

ますように。地には、みこころにかな う人々

に平和がありますように」。イエス様がおいで

になったとい うことは、ネ申様がさらに大きく

たたえられるとい うことです。そ して神様に

従 う人たちに平和が来るのです。天使たちは

そのことを喜んで、歌つていたのです。

天使たちの歌に励まされた羊飼いたちは、
ベツレヘムの町に出かけて行つて、生まれた

ばか りのイエス様を探 しあてました。すべて

天使が告げた通 りでした。

皆 さんはクリスマスにプレゼン トをもらう

でしょう。でも、いちばん素晴 らしいプレゼ

ン トこそイエス様です。イエス様は、神様が

世界の人々を救 うために贈って下さつた最高
のプレゼン トなのです。

(2013年 12月 22日 の讃美礼拝説教より)

牧師 井上 豊
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